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(57)【要約】
【課題】安全かつ簡単で、楽しみながらグミを作ること
が可能な手作りグミキットを提供する。
【解決手段】糖類と、有機酸と、果汁又は果実のパウダ
ーとを少なくとも含むミックス粉が封入されたミックス
粉入り容器１と、ゼラチンが封入されたゼラチン入り容
器２と、前記ミックス粉と前記ゼラチンとを混合溶解し
て得られるグミの生地を充填可能な凹部３ａが形成され
たトレイ３とを備え、ミックス粉入り容器１、ゼラチン
入り容器２、及びトレイ３が、外包装容器４に収納され
ている手作りグミキット１０。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　糖類と、有機酸と、果汁又は果実のパウダーとを少なくとも含むミックス粉が封入され
たミックス粉入り容器と、
　ゼラチンが封入されたゼラチン入り容器と、
　前記ミックス粉と前記ゼラチンとを混合溶解して得られるグミの生地を充填可能な凹部
が形成されたトレイとを備え、
　前記ミックス粉入り容器、前記ゼラチン入り容器、及び前記トレイが、外包装容器に収
納されていることを特徴とする手作りグミキット。
【請求項２】
　前記ミックス粉は、糖類を８０～９５質量％、有機酸を２～６質量％、果汁又は果実の
パウダーを３～１８質量％含有する、請求項１に記載の手作りグミキット。
【請求項３】
　前記ゼラチンは、顆粒状物である、請求項１又は２に記載の手作りグミキット。
【請求項４】
　前記ミックス粉入り容器、前記ゼラチン入り容器、又は前記外包装容器の表面に、グミ
の作り方の説明書きが印刷されている、請求項１～３のいずれか１項に記載の手作りグミ
キット。
【請求項５】
　前記外包装容器中に、グミの作り方の説明書きが印刷された説明シートが挿入されてい
る、請求項１～３のいずれか１項に記載の手作りグミキット。
【請求項６】
　前記説明書きが、湯中でゼラチンを溶解する工程と、前記工程で得られたゼラチン溶解
物中にミックス粉を添加して混合する工程と、前記工程で得られたゼラチン溶解物とミッ
クス粉の混合物を電子レンジで加温してグミ生地を調製する工程と、前記工程で得られた
グミ生地をトレイの凹部に充填して固化する工程とを少なくとも含む内容で記載されてい
る、請求項４又は５に記載の手作りグミキット。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、安全で簡単にグミを手作りするためのキットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　グミは、果汁などの各種フレーバや糖類などをゼラチンなどで固化して得られるもので
あって、独特の弾力がある食感を有している。
　このようなグミは、例えば、下記特許文献１，２などに開示されているように、糖類に
加水して煮詰めた糖類の煮詰め液に、ゼラチンを溶解させたゼラチン水溶液や、各種フレ
ーバ等を混合してグミ生地を調製し、該グミ生地を所望の形状の型枠内に充填して固化す
ることにより製造される。
【特許文献１】特開平１０－９４３６５号公報
【特許文献２】特開２００８－２２０２８１号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、グミの製造工程では、糖類に加水し、これを煮詰めて糖類の煮詰め液を
調製する工程を経ていたので、比較的長時間火入れする必要があり、家庭で手軽かつ簡単
に製造できるものとは言えず、工業的に製造されることが一般的であった。このため、家
庭で手軽に、かつ楽しみながらグミを製造できる手作りグミキットはこれまでなかった。
【０００４】
　したがって、本考案は、安全かつ簡単で、楽しみながらグミを作ることが可能な手作り
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グミキットを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するため、本考案の手作りグミキットは、
　糖類と、有機酸と、果汁又は果実のパウダーとを少なくとも含むミックス粉が封入され
たミックス粉入り容器と、
　ゼラチンが封入されたゼラチン入り容器と、
　前記ミックス粉と前記ゼラチンとを混合溶解して得られるグミの生地を充填可能な凹部
が形成されたトレイとを備え、
　前記ミックス粉入り容器、前記ゼラチン入り容器、及び前記トレイが、外包装容器に収
納されていることを特徴とする。
【０００６】
　本考案の手作りグミキットによれば、ゼラチン入り容器内に封入されたゼラチンを湯中
で溶解させ、これにミックス粉入り容器に封入されたミックス粉を加えて電子レンジなど
で加温して得られるゼラチン溶解物とミックス粉とが混合溶解されたグミの生地を、トレ
イの凹部に充填して固化することで所望の形状のグミを製造でき、家庭などで楽しみなが
ら、簡単かつ手軽にグミを製造できる。
【０００７】
　本考案の手作りグミキットの前記ミックス粉は、糖類を８０～９５質量％、有機酸を２
～６質量％、果汁又は果実のパウダーを３～１８質量％含有することが好ましい。この態
様によれば、風味及び食感が良いグミを製造できる。
【０００８】
　本考案の手作りグミキットの前記ゼラチンは、顆粒状物であることが好ましい。顆粒状
のゼラチンは、熱湯中に速やかに溶解するので、より簡単かつ手軽にグミを製造できる。
【０００９】
　本考案の手作りグミキットの前記ミックス粉は、前記ミックス粉入り容器、前記ゼラチ
ン入り容器、又は前記外包装容器の表面に、グミの作り方の説明書きが印刷されているか
、あるいは、前記外包装容器中に、グミの作り方の説明書きが印刷された説明シートが挿
入されていることが好ましい。
【００１０】
　上記態様において、前記説明書きが、湯中でゼラチンを溶解する工程と、前記工程で得
られたゼラチン溶解物中にミックス粉を添加して混合する工程と、前記工程で得られたゼ
ラチン溶解物とミックス粉の混合物を電子レンジで加温してグミ生地を調製する工程と、
前記工程で得られたグミ生地をトレイの凹部に充填して固化する工程とを少なくとも含む
内容で記載されていることが好ましい。
【考案の効果】
【００１１】
　本考案の手作りグミキットによれば、家庭などで楽しみながら、簡単かつ手軽にグミを
製造できる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本考案の手作りグミキットについて、図面を用いて説明する。
【００１３】
　［手作りグミキット］
　図１に示すように、この手作りグミキット１０は、ミックス粉が封入された袋状のミッ
クス粉入り容器１と、ゼラチンが封入された袋状のゼラチン入り容器２と、底部がキャラ
クター形状に凹凸加工された凹溝を備えたトレイ３が、外包装容器４に収納されている。
【００１４】
　（ミックス粉入り容器）
　ミックス粉入り容器１は、この実施形態では袋状の形状をなし、内部にミックス粉を密
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閉状態で封入できるようになっている。なお、ミックス粉入り容器１は、ミックス粉を封
入できるものであれば袋状に限定されず、いずれの形状のものも好ましく使用できる。例
えば、カップ状容器、ポーション容器、スティック状容器などが他の一例として挙げられ
る。
【００１５】
　ミックス粉入り容器１に封入されたミックス粉は、糖類、有機酸、果汁又は果実のパウ
ダーを少なくとも含むものである。
【００１６】
　上記糖類としては、砂糖、水飴、ブドウ糖、糖アルコール（還元水飴、ソルビトール、
マルチトール、キシリトール、エリスリトールなど）などが挙げられる。これらは、それ
ぞれ単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。糖類は、ミックス粉中に８０～
９５質量％含有することが好ましく、８５～９０質量％含有することがより好ましい。糖
類の含有量が８０質量％未満であると、得られるグミが味気の無いものになり易い。また
、糖類の含有量が９５質量％を超えると、得られるグミが甘みの強いものになり易いばか
りか、併用する他の原料の添加量が少なくなるので、風味のバリエーションが乏しくなり
易い。
【００１７】
　上記有機酸としては、クエン酸、酒石酸、リンゴ酸、コハク酸、アスコルビン酸、グル
コン酸等が挙げられる。これらは単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。有
機酸は、ミックス粉中に２～６質量％含有することが好ましく、２．５～５．５質量％含
有することがより好ましい。有機酸の含有量が上記範囲内であれば、適度な酸味を有する
グミを得ることができる。
【００１８】
　上記果汁のパウダーとしては、リンゴ、オレンジ、マンゴー、パイナップル、グレープ
、グレープフルーツ、イチゴ、レモン、ブルーベリー、ピーチ、みかん、パパイヤ、キウ
イなどの果実から得られる果汁と、澱粉やデキストリンなどとの混合物を、フリーズドラ
イ、スプレードライ、ドラムドライ等の方法により乾燥して粉末化して得られたもの等が
挙げられる。また、上記果実のパウダーとしては、前記果実、あるいは該果実をペースト
化したものと澱粉やデキストリンなどとの混合物を、フリーズドライ、スプレードライ、
ドラムドライなどの方法により乾燥して粉末化したものなどが挙げられる。果汁又は果実
のパウダーは、ミックス粉中に３～１８質量％含有することが好ましく、５～１５質量％
含有することがより好ましい。果汁又は果実のパウダーの含有量が上記範囲内であれば、
糖類の甘さ、有機酸の酸味と、果汁や果実の風味とのバランスがとれた、風味豊かなグミ
を得ることができる。
【００１９】
　本発明において、ミックス粉には、食物繊維、各種ビタミン、コラーゲンペプチド、香
料等を更に含んでいてもよい。
【００２０】
　ミックス粉入り容器１には、グミの製造時に使い切りできる量のミックス粉が封入され
ていれば良く、ゼラチン入り容器２に封入されたゼラチン量やトレイ３のサイズなどに応
じてミックス粉の封入量を適宜変更できる。また、ミックス粉入り容器１は、２個以上、
外包装容器４に収納してもよい。２個以上収納することで、グミの製造を複数回楽しむこ
とができる。
【００２１】
　（ゼラチン入り容器）
　ゼラチン入り容器２は、この実施形態では袋状の形状をなし、内部にゼラチンを密閉状
態で封入できるようになっている。なお、ゼラチン入り容器１は、ゼラチンを封入できる
ものであれば袋状に限定されず、上述したミックス粉入り容器１と同様のものが使用でき
る。
【００２２】
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　ゼラチン入り容器２に封入されたゼラチンは、板状ゼラチン、粉末状ゼラチン、顆粒状
ゼラチンなどいずれのものであってもよい。なかでも、顆粒状ゼラチンは、ふやかす手間
が少なく簡単にお湯などに溶解できるので好ましい。顆粒状ゼラチンとしては、例えば、
森永製菓（株）から販売されている、商品名「クックゼラチン」などがある。
【００２３】
　ゼラチン入り容器２には、グミの製造時に使い切りできる量のゼラチンが封入されてい
れば良く、ミックス粉入り容器１に封入されたミックス粉量や、トレイ３のサイズなどに
応じてゼラチンの封入量を適宜変更できる。また、ゼラチン入り容器２は、２個以上、外
包装容器４に収納してもよい。２個以上収納することで、グミの製造を複数回楽しむこと
ができる。
【００２４】
　（トレイ）
　トレイ３は、所望の形状の凹溝３ａが形成されたものであれば特に限定はない。凹溝は
、一つのトレイに複数個形成されていてもよく、その凹溝の形状は、それぞれ異なるもの
であってもよい。この実施形態では、１つのトレイに６種類の形状の凹溝が形成されてお
り、それぞれの凹溝の底部には、それぞれ異なるキャラクター形状の凹凸加工が施されて
いる。
【００２５】
　トレイ３の構成素材は、特に限定はないが、６０～９０℃程度に加熱したグミ生地を凹
溝に充填することもあるので、１００℃以下の温度条件下において耐熱性のある素材で形
成されていることが好ましい。例えば、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエチレンテ
レフタレート、ポリスチレン、紙層を含む樹脂とのラミネート包材などが挙げられる。
【００２６】
　トレイ３は、２個以上外包装容器４に収納してもよい。例えば凹溝の形状が異なるトレ
イを使用すれば、より多様な形状のグミを製造することができる。また、トレイの材質に
応じて、グミを製造し取り出した後にトレイを洗浄乾燥して再使用すること、あるいはグ
ミ製造の都度使い捨てとすることのいずれも可能である。
【００２７】
　（外包装容器）
　外包装容器４は、面ファスナー４ａを介して開閉可能な開口部を備えた、ミックス粉入
り容器１、ゼラチン入り容器２、トレイ３を収納できる内部容積を持った袋状の形状をな
している。なお、外包装容器４は、内部に、ミックス粉入り容器１、ゼラチン入り容器２
、トレイ３を収納できるものであれば、いずれの形状のものも使用できる。例えば、紙ケ
ース、プラスチックトレイ、シュリンクフィルムなどが他の一例として挙げられる。
【００２８】
　また、外包装容器４には、図２に示すグミの作り方の説明書き２０が印刷されている。
なお、この実施形態の場合、この説明書き２０は外包装容器４の裏側に直接印刷されてい
るが、片面に粘着層を有するラベルシート等に印刷しておき、これを所定箇所に貼り付け
るようにしてもよく、更に、外包装容器４の裏側に限らず、側面や底面或いは蓋面に印刷
しておいてもよい。また、外包装容器４内に収容される説明シートに上記説明書き２０を
印刷してもよく、ミックス粉入り容器１又はゼラチン入り容器２に印刷してもよい。
【００２９】
　説明書き２０について、図２を参照して説明すると、前記説明書き２０には、湯中でゼ
ラチンを溶解する工程について記載された欄２１（以下、「ゼラチン溶解工程欄２１」と
いう）と、前記工程で得られたゼラチン溶解物中にミックス粉を添加して混合する工程に
ついて記載された欄２２（以下、「ミックス粉混合工程欄２２」という）と、前記工程で
得られたゼラチン溶解物とミックス粉の混合物を電子レンジで加温してグミ生地を調製す
る工程について記載された欄２３（以下、「グミ生地調製工程欄２３」という）と、前記
工程で得られたグミ生地をトレイの凹部に充填して固化する工程について記載された欄２
４（以下、「固化工程欄２４」という）が少なくとも記載されている。消費者は、この説
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明書き２０の各欄２１～２４の手順に従うことにより、本手作りグミキットを用いてグミ
を作ることができるようになっている。なお、この説明書き２０には、上記各欄２１～２
４の他にも、外包装容器４に収容された各材料についての記載や、消費者に対する注意書
き等も併せて記載することができる。
【００３０】
　上記ゼラチン溶解工程欄２１には、マグカップなどの耐熱性容器に、お湯と、ゼラチン
入り容器に封入されたゼラチンとを入れ、スプーンなどで攪拌してゼラチンを溶解させる
といった工程が記載されている。
【００３１】
　上記ミックス粉混合工程欄２２には、前記工程で得られたゼラチン溶解物が入った耐熱
性容器に、ミックス粉を添加し、ゼラチン溶解物とミックス粉とを混合するといった工程
が記載されている。また、この工程欄には、ミックス粉は完全に溶解させなくてもよいと
いった注意書きを記載してもよい。
【００３２】
　上記グミ生地調製工程欄２３には、前記工程で得られたゼラチン溶解物とミックス粉の
混合物を電子レンジで加温したのち、電子レンジから取り出し、スプーンなどでかき混ぜ
てグミ生地を調製するといった工程が記載されている。また、この工程欄には、電子レン
ジの加熱条件が記載されていてもよい。また、電子レンジでの加温直後の内容物は、熱い
ので火傷に注意する旨の注意書きが記載されていてもよい。
【００３３】
　上記固化工程欄２４には、前記工程で得られたグミ生地を、スプーンなどでトレイの凹
部に流し込み、固化させるといった工程が記載されている。
【００３４】
　［グミの製造方法］
　次に、本発明の手作りグミキットを用いたグミの製造方法について、図３を参照しなが
ら説明する。
【００３５】
　まず、マグカップなどの耐熱性容器３０に、８０℃以上、好ましくは８５～９５℃のお
湯と、ゼラチン入り容器２に封入されたゼラチンとを入れ、スプーン３１などで攪拌して
ゼラチンを溶解させる（図３（ａ））。お湯とゼラチンとの混合割合は、ゼラチン１００
質量部に対し、お湯を３００～７００質量部が好ましい。ゼラチンとお湯とを前記割合で
混合することで、適度な弾力性を有したグミが得られやすくなる。
【００３６】
　次に、ゼラチン溶解物が入った耐熱性容器３０に、ミックス粉入り容器１に封入された
ミックス粉を添加し、ゼラチン溶解物とミックス粉とをスプーン３１などで攪拌してゼラ
チン溶解物とミックス粉とを混合させる（図３（ｂ））。ゼラチン溶解物とミックス粉の
混合割合は、ゼラチン溶解物１００質量部に対し、ミックス粉を５０～１５０質量部が好
ましい。なお、この工程では、ミックス粉は、ゼラチン溶解物と完全に溶解させなくても
よい。
【００３７】
　次に、ゼラチン溶解物とミックス粉の混合物を、耐熱容器３０ごと電子レンジ３２に入
れて温める（図３（ｃ））。加温し過ぎると、加温中にゼラチン溶解物とミックス粉の混
合物が沸騰して、耐熱容器３０からふきこぼれ、耐熱容器３０を電子レンジ３２から取り
出す際に火傷などする恐れがあるので、電子レンジ３２での加温条件は、５００～６００
Ｗで１０～２０秒を目安にして、前記混合物の温度が９０℃以下となるように加温するこ
とが好ましい。そして、電子レンジ３２での加温を終えた後、耐熱容器を電子レンジから
取り出し、スプーンなどで内容物をかき混ぜてゼラチンとミックス粉とを完全に溶解させ
、グミ生地を調製する。
【００３８】
　また、別途、トレイ３を用意し、トレイ３の凹溝３ａに、サラダ油などの油脂を塗布す
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る（図３（ｄ））。そして、グミ生地５をトレイ３の凹溝３ａに流し込む（図３（ｅ））
。なお、トレイ３の凹溝３ａに油脂を塗布する工程（図３（ｄ）の工程）は、特に必須の
工程ではないが、凹溝３ａに油脂を塗布することで、固化したグミをトレイ３から型抜き
し易くなるので、グミ生地５を流し込む前に凹溝３ａに油脂を塗布することが好ましい。
【００３９】
　次に、グミ生地が充填されたトレイ３を冷蔵庫などに入れ、グミ生地が完全に固化した
ら、凹溝３ａからグミ生地を取り出すことで、所望の形状に成形されたグミ６が得られる
（図３（ｆ））。
【００４０】
　このように、本考案の手作りグミキットによれば、簡単かつ手軽にグミを製造すること
ができ、また、製造時に火を使用しなくてもよいので、安全性が高い。このため、家庭な
どで子供などが、遊び感覚でグミを作ることができる。
【実施例】
【００４１】
　面ファスナー４ａを介して開閉可能な開口部を備え、表面に図２に示す説明書き２０が
印刷された外包装容器４に、５ｇのゼラチンが封入された袋状のゼラチン入り容器２を２
袋と、２８ｇのミックス粉が封入された袋状のミックス粉入り容器１を２袋と、１つのト
レイに６種類の形状の凹溝が形成され、それぞれの凹溝の底部にそれぞれ異なるキャラク
ター形状の凹凸加工が施されたトレイ４を２個収納し、手作りグミキットを製造した。
【００４２】
　この手作りグミキット１０を用い、以下の手順でグミを製造した。
　まず、前段階として、トレイ４の内側に、薄くサラダ油を塗布した。
　次に、マグカップに、８５℃のお湯３０ｃｃと、ゼラチン入り容器２に封入されたゼラ
チン５ｇとを入れ、スプーンで約３０秒間かき混ぜてゼラチン溶解物を得た。得られたゼ
ラチン溶解物に、ミックス粉入り容器１に封入されたミックス粉２８ｇを入れ、スプーン
でゼラチン溶解物とミックス粉とを混ぜ合わせた後、電子レンジで５００ｗ、２０秒の条
件で加温し、電子レンジから取り出して再度スプーンでかき混ぜてグミ生地を調製した。
得られたグミ生地を、内側にサラダ油が塗布されたトレイ４に流し込み、冷蔵庫で３０分
間冷却した後、トレイ４からグミを取り出してグミを製造した。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本考案の手作りグミキットの分解斜視図である。
【図２】グミの作り方の説明書きを示す概略図である。
【図３】グミの製造工程の概略図である。
【符号の説明】
【００４４】
１：ミックス粉入り容器
２：ゼラチン入り容器
３：トレイ
４：外包装容器
５：グミ生地
６：グミ
１０：グミキット
２０：説明書き
２１：ゼラチン溶解工程欄
２２：ミックス粉混合工程欄
２３：グミ生地調製工程欄
２４：固化工程欄
３０：耐熱容器
３１：スプーン
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３２：電子レンジ



(9) JP 3148380 U 2009.2.12

【図１】
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【図２】
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【図３】
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